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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 21,397 △4.7 4,321 28.8 4,251 25.5 2,730 28.7
23年3月期 22,441 20.0 3,354 123.2 3,388 132.2 2,122 334.4

（注）包括利益 24年3月期 2,441百万円 （72.3％） 23年3月期 1,417百万円 （82.0％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 13,174.86 13,054.84 14.8 16.5 20.2
23年3月期 10,240.46 10,214.94 12.7 14.1 14.9

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 26,572 19,616 73.5 94,195.04
23年3月期 24,888 17,470 69.9 83,970.37

（参考） 自己資本   24年3月期  19,521百万円 23年3月期  17,402百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 3,791 △4,019 △369 6,126
23年3月期 3,674 △1,812 △153 6,758

2.  配当の状況 

 平成23年5月6日に公表しました平成24年3月期配当予想を修正しております。詳細につきましては、本日発表の「平成24年3月期配当予想の修正に関するお
知らせ」をご参照ください。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 0.00 ― 1,500.00 1,500.00 310 14.6 1.9
24年3月期 ― 0.00 ― 2,000.00 2,000.00 414 15.2 2.2
25年3月期(予想) ― 0.00 ― 2,000.00 2,000.00 14.3

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,000 2.1 2,300 △14.0 2,300 △7.5 1,500 △3.2 7,237.63
通期 23,200 8.4 4,500 4.1 4,500 5.8 2,900 6.2 13,992.76



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、【添付資料】21ページ「4. 連結財務諸表 (7) 会計方針の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 207,250 株 23年3月期 207,250 株
② 期末自己株式数 24年3月期 ― 株 23年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数 24年3月期 207,250 株 23年3月期 207,250 株

（参考）個別業績の概要 

平成24年3月期の個別業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 18,832 △6.6 2,580 △0.3 3,039 26.1 1,993 26.9
23年3月期 20,159 22.0 2,586 111.4 2,410 49.1 1,570 46.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

24年3月期 9,618.13 ―
23年3月期 7,577.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 24,082 17,807 73.9 85,923.60
23年3月期 22,772 16,125 70.8 77,805.46

（参考） 自己資本 24年3月期  17,807百万円 23年3月期  16,125百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続は終了しておりませ
ん。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に
ついては、【添付資料】3ページ「1. 経営成績 (1) 経営成績に関する分析 (次期の見通し) 」をご覧ください。 
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１．経営成績 

(1) 経営成績に関する分析 

当社グループが関係するLCD（液晶表示装置）業界では、主用途であるテレビ需要が低迷しており大

型LCDパネルの需給は緩和、価格は下落いたしました。しかし、中小型LCDパネルの需要は高精細のIT

機器向けを中心に好調でした。また車載向けLCDパネルについては、国内の自動車生産は震災の影響を

受けたものの回復、海外においては新興国需要が着実に成長、長期的傾向としてメーター類のLCD化が

続いているため好調でした。しかし、秋以降、タイの洪水や世界的な金融不安の懸念が影響し、調整

局面に入りました。一方、フロントプロジェクターの生産は、当社製品が使用される液晶方式におい

ては春から夏にかけて復調しましたが、対抗方式である偏光フィルムを使用しないDLP（デジタル ラ

イト プロセッシング）方式の攻勢が強く、大きく数量を増やすまでには至りませんでした。 

当社グループのLCDパネル用途向け偏光フィルムは、車載向けが主力です。このため、第２四半期ま

では好調でしたが、第３四半期以降は売上が減少しました。また、フロントプロジェクターの主要部

品である液晶プロジェクタ部材では、当社製品が高いシェアを占めております。部材に対する性能向

上要求は厳しく、無機偏光板は売上を伸ばしていますが、従来の有機系液晶プロジェクタ部材は減少

しています。また、X線分析装置部材は主要な最終製品である携帯型X線分析装置の用途が、産業廃棄

物リサイクルや鉱業といった分野にも増え、売上は増加傾向にあります。 

 

このような状況の中で、当連結会計年度の売上高は213億97百万円（前年同期比4.7％減）となりま

した。また、営業利益は43億21百万円（前年同期比28.8％増）、経常利益は42億51百万円（前年同期

比25.5％増)、当期純利益は27億30百万円（前年同期比28.7％増）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

【光学部材事業】 

売上高は127億50百万円（前年同期比8.1％減）となりました。 

 

温度追従型楕円偏光フィルム（TEP）・VA（垂直配向）方式用楕円偏光フィルムをはじめとする車載

用LCDパネル向け製品の売上高は増加しました。しかし、3Dテレビ対応製品の売上高が減少しました。

また、低採算の汎用的な製品については整理を進め、総売上高は減少しました。 

工程改善により製品の歩留まりが向上したこと、及び製品検査を中心とする後工程の中国移管によ

る効果もあり、光学部材事業のセグメント利益（営業利益）は31億77百万円（前年同期比55.9％増）

でありました。 
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【精密加工事業】 

売上高は86億47百万円（前年同期比0.9％増）となりました。 

 

有機系液晶プロジェクタ部材は単価が低下、数量も減少しました。一方、無機偏光板ProFluxの販売

は有機系液晶プロジェクタ部材からの置き換わりを中心に好調に推移しました。また、ProFluxについ

ては液晶プロジェクター以外の用途についての売上高も増加しています。X線分析装置部材は北米の主

要得意先向けの販売が伸び、さらに、欧州での販売も好調であり売上高が増加しました。 

液晶プロジェクタ部材の単価低下による利幅圧縮が影響し、精密加工事業のセグメント利益（営業

利益）は11億44百万円（前年同期比13.1％減）でありました。 

 

（次期の見通し） 

本見通しについては、現時点の状況により判断したものであり、予期せぬ事態が発生した場合には、

予想数値と変わる場合があります。 

 

平成25年３月期の当社グループの業績は増収増益の見込みであります。 

 

売上高及び営業利益は、以下の状況により増収増益となる見込みであります。 

 ・偏光フィルムの売上高は前々期（平成23年３月期）の水準を回復し、液晶プロジェクタ部材の売

上高は前期に対し微増となります。 

 ・偏光フィルムでは、染料系偏光フィルム及びTEPが販売好調であり、利益面では中国への工程移管

及び新潟工場第三工場（新塗工工場）稼働の効果が現れます。 

 ・液晶プロジェクタ部材では、更に無機偏光板ProFluxへの置き換わりが進みます。 

・X線分析装置部材は、販売数量増により、売上高が増加します。 

営業外損益及び特別損益においては、当期純利益に重大な影響を与える事象の発生は見込んでおり

ません。 

 

なお、当期の想定為替レートは１米ドル＝77円、１ユーロ＝105円であります。 

 

上記の結果、通期の売上高は232億円（前年同期比8.4％増）、営業利益は45億円（前年同期比4.1％

増）、経常利益は45億円（前年同期比5.8％増）、当期純利益は29億円（前年同期比6.2％増）を予想

しております。 
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(2) 財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

総資産は、前連結会計年度末に比べ16億83百万円増加し、265億72百万円となりました。主な増加は、

原材料及び貯蔵品の増加６億91百万円、建物及び構築物の増加15億30百万円、機械装置及び運搬具の

増加７億62百万円、土地の増加１億28百万円、建設仮勘定の増加４億81百万円であり、主な減少は、

現金及び預金の減少４億72百万円、受取手形及び売掛金の減少12億68百万円、有価証券の減少１億59

百万円、のれんの減少１億66百万円であります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ４億61百万円減少し、69億56百万円となりました。主な増加は、

未払金の増加３億80百万円であり、主な減少は、支払手形及び買掛金の減少９億８百万円であります。 

少数株主持分を含めた純資産は、前連結会計年度末に比べ21億45百万円増加し、196億16百万円とな

りました。主な増加は、当期純利益27億30百万円であり、主な減少は、為替換算調整勘定の減少３億

円、株主配当金の支払３億10百万円であります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 平成23年３月期 平成24年３月期 対前年増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円） 3,674 3,791 117

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △1,812 △4,019 △2,206

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △153 △369 △216

現金及び現金同等物の期末残高（百万円） 6,758 6,126 △632

 

営業活動によるキャッシュ・フローは、37億91百万円の純収入（前連結会計年度は36億74百万円の

純収入）となりました。主な増加要因は、税金等調整前当期純利益42億62百万円、減価償却費13億17

百万円、のれん及び負ののれん償却額１億53百万円、売上債権の減少11億44百万円、未払金の増加１

億16百万円であり、主な減少要因は、為替差益１億30百万円、たな卸資産の増加６億37百万円、未収

入金の増加３億３百万円、仕入債務の減少７億85百万円、法人税等の支払額13億13百万円であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、40億19百万円の純支出（前連結会計年度は18億12百万円の

純支出）となりました。主な要因は、生産能力の拡大を目的とした有形固定資産の取得による支出40

億２百万円であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、３億69百万円の純支出（前連結会計年度は１億53百万円の

純支出）となりました。主な要因は、配当金の支払額３億10百万円であります。 
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（参考）キャッシュ･フロー関連指標の推移 

 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率（％） 75.2 86.0 69.5 69.9 73.5

時価ベースの自己資本比率
（％） 

45.6 61.1 126.6 114.9 80.7

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年） 

0.2 － 0.5 0.4 0.4

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍） 

151.5 99.1 273.6 245.2 251.0

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

(注) １．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数により算出しております。 

３．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フロ

ーを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払

っているすべての負債を対象としております。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・

フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主への利益還元を経営上の最重要課題として位置付けており、企業体質の強化及び将来

の事業展開のため内部留保を充実しつつ、弾力的に利益配当を実施してまいります。 

当期の期末配当金につきましては、配当政策に基づき、１株当たり2,000円とさせていただく予定で

あります。この結果、年間配当金は2,000円（中間配当は、実施しておりません。）となる予定であり

ます。 

また、次期の配当金は、業績を勘案して１株当たり2,000円を計画しております。 
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(4) 事業等のリスク 

企業が事業を遂行する限り、さまざまなリスクが伴います。当社グループにおいては、これらのリ

スクを防止、分散あるいはヘッジすることによりリスクの合理的な軽減を図っております。しかし、

予想を超える事態が発生した場合には、当社グループの経営成績及び財政状態に重大な影響を及ぼす

可能性があります。以下に述べる事項は、決算発表日（平成24年５月11日）現在において当社グルー

プが判断したもので、予想を超える事態が発生する場合もあり、かつ、当社グループに関する全ての

リスクを網羅したものではありません。 

 

イ．需要先業界の動向 

当社グループの精密加工事業は、液晶プロジェクター向け部材の世界シェアが70～80％と高いため、

得意先が生産する最終製品の液晶プロジェクターの販売動向が当社グループの業績に大きな影響を及

ぼします。 

 

ロ．原材料調達のリスク 

当社グループを含む偏光フィルム業界における主要原材料であるTAC（トリアセチルセルロース）並

びにPVA（ポリビニルアルコール）フィルムの生産は、世界的に寡占状態になっております。当社は原

材料調達の安定化、多様化に向け努力をしておりますが、需給の逼迫や取引先における事故等から生

産に必要な原材料を計画通りに調達できず、当社グループの業績に大きな影響を及ぼす可能性があり

ます。 

 

ハ．為替変動のリスク 

当社の子会社５社はすべて国外にあり、また、当社売上高に占める外貨建て売上比率は54.7％とな

っております。このため為替相場の大幅な変動によるリスクがあります。 

地政学的リスクとしては、香港地区を含む中華人民共和国には子会社が２社あり、人民元の切り上

げ、税制の変更、関連法規の変更等が起きた場合には当社グループの業績に大きな影響を及ぼす可能

性があります。 

 

ニ．災害が生じた場合の影響 

当社グループは、国内では新潟県上越市の新潟工場及び中田原工場を有しているほか、オランダ、

中国、米国に生産工場を有しております。 

当社グループでは、災害予防訓練、社員災害対応マニュアルによって、これらの事態に備えた危機

管理対策を講じておりますが、地震或いは火災などの災害が生じた場合、当社グループの経営成績及

び財政状態に影響を与える可能性があります。 

 

㈱ポラテクノ(4239)　平成24年３月期決算短信

- 6 -



２．企業集団の状況 

 当社グループ(当社及び関係会社)は、光学部材を製造販売する光学部材事業とその光学部材の一部

を加工して精密加工品として販売する精密加工事業を営んでおります。 

 当社は日本化薬㈱の連結子会社、㈱有沢製作所の持分法適用の関連会社であり、当社グループは当

社、子会社５社で構成されており、各社の当該事業に係わる位置付けの概要は次のとおりであります。 

 なお、セグメント情報における区分と同一区分により記載しております。 

 

 イ．光学部材事業 

 当社は偏光・位相差フィルムを製造販売しております。偏光・位相差フィルムは得意先で液晶パネ

ルに貼り付けられ、液晶表示装置として最終製品に組み込まれます。最終製品の形態は多岐にわたり、

自動車のインストゥルメンタルパネル内ディスプレイから電化製品の表示画面まで様々です。現在の

当社グループ製品は中小型に特化しておりますので、パソコンのモニターや液晶テレビといった大型

サイズの偏光・位相差フィルムは製造しておりません。 

 親会社の日本化薬㈱からは原材料の一部を購入しております。また、その他の関係会社である㈱有

沢製作所には加工を委託しております。連結子会社のモクステック,Inc.は当社に無機偏光板を供給す

ると共に直接外部の得意先へも販売しております。連結子会社のデジマ テックB.V.は連結子会社のデ

ジマ オプティカル フィルムズB.V.の株式を保有し、同社に製造設備を貸与しております。デジマ オ

プティカル フィルムズB.V.は特殊位相差フィルムを製造し、当社に供給しております。連結子会社の

無錫宝来光学科技有限公司は、当社から購入した材料を加工・貼合して販売しております。連結子会

社のポラテクノ(香港)Co.,Ltd.は、当社及び無錫宝来光学科技有限公司が製造した偏光・位相差フィ

ルムを販売しております。 

 

 ロ．精密加工事業 

 当社は当社が製造した偏光・位相差フィルムを加工し、基材に精密貼合してプロジェクタ用の光学

部品として販売しております。当社ではこれらの製品をプロジェクタ部材と称しております。プロジ

ェクタ部材は、得意先で最終製品である液晶プロジェクターの光学エンジンに組み込まれ、投射型の

液晶表示装置となります。液晶プロジェクターには、前面のスクリーンに投射してプレゼンテーショ

ン等に使用するフロントプロジェクターと、スクリーンの後ろからテレビ画面に投射することにより、

大画面を実現するリアプロジェクションテレビの二つの形態があります。 

 連結子会社の無錫宝来光学科技有限公司は、当社から購入した材料を加工・貼合して販売している

とともに、当社から委託を受けて加工も行っております。連結子会社のポラテクノ(香港)Co.,Ltd.は、

当社及び無錫宝来光学科技有限公司が製造したプロジェクタ部材を販売しております。連結子会社の

モクステック,Inc.はX線分析装置部材を製造販売しております。X線分析装置部材は同社の得意先で最

終製品であるX線分析装置に組み込まれます。同製品は主に蛍光X線を利用し、物質の組成を分析する

ために利用されます。 
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事業の系統図は以下のとおりであります。 

 

グループ内での

取引 
親会社 

その他の関係会社 

連結子会社

グループ外への

製品販売 

その他の関係会社 

との取引 

親会社との取引 

原材料の供給 製品の販売 

製品の販売

無錫宝来光学科技有限公司 

(注) 

 

 

 

 

 

 

 

精密加工事業 

製品の販売 

光学部材事業 

原材料の仕入

（資産管理会社） 

デジマ テックB.V. 

（事業会社） 

デジマ オプティカル 

フィルムズB.V. 

原材料の仕入 

モクステック, Inc. 

製品の販売

製品の販売 

加工の委託 

原材料の仕入 

不動産の賃借 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当

社

研究の委託 

原材料の仕入
日本化薬㈱ 

㈱有沢製作所 

製品の販売 

製品の販売 

製品の販売

加工の委託

 

 

無錫宝来

光学科技

有限公司

製品の販売 

 

 

ポラテクノ

(香港) 

Co., Ltd. 
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３．経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

当社グループは以下の経営理念のもと、事業展開を進めてまいります。 

 ─経営理念─ 

 存在の意義  私たちは光制御製品を通じて、お客様に満足を与える企業でありたい。 

 経営の姿勢  良質で適正価格の光制御製品を円滑に供給することを通じて、お客様に共創・ 

        共栄を提案していく。 

 行動の指針 ・公正と信用を重んじた行動をとる。 

       ・素早い組織行動で変化に対し他社に先駆ける。 

       ・特徴ある製品、サービスを提供する。 

 

(2) 目標とする経営指標 

上記の経営方針のもとに、当社の特徴を活かせる光制御製品を市場に供給し続けることにより、営

業利益率15％以上を目指します。 

 

(3) 中長期的な会社の経営戦略 

当社の基本的な戦略は、当社らしさを反映できる製品づくりを行うということです。ここでいう

「当社らしさ」とは当社の有する基礎技術に基づく性能やサービスで差別化し、特徴を出すことを意

味します。単なる規模の拡大や価格競争だけに陥ることは避けたいと考えております。 

当社は当社の競争力の源泉である高耐久偏光板分野において、慢心することなく、常に性能の向上

を目指します。そして、更に用途領域を拡大し、お客様と共に市場を開拓することにより、成長して

いきたいと考えております。 
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(4) 会社の対処すべき課題 

当社グループは、光制御をビジネスドメインとして、「ニッチ」「高耐久」「差別化品」をキーワ

ードに、事業を展開しております。 

当社グループでは、近年の大きな事業環境変化に対応し、事業構造改革に取り組んでおります。引

き続き以下の課題に取り組んでまいります。 

 

・新製品開発 

グループの技術をさらに集結し、車載用LCDパネル向けフィルム・液晶プロジェクタ部材に次ぐ

収益の柱となる新規事業の探索を推進いたします。また、当社の特長を活かした新製品開発及び稼

動を開始した新潟工場第三工場（新塗工工場）を最大限活用し、製品領域の拡大を図ります。 

・コストダウン 

内製化及び後工程の中国移管を中心としたコストダウン活動に継続的に取り組みます。 

内製化の中心となる新潟工場第三工場（新塗工工場）の稼動率の向上を確実に行います。また、

日中間における生産体制の一体化をさらに進め、生産効率を向上することで製品競争力の強化を図

ります。 

・海外戦略 

各国の生産販売拠点間の連携を一層深め、経営の一体化をさらに進めることにより、経営資源の

最大効率化を図ります。また、グローバル企業として、国際化に対応した人材の育成を引き続き強

化いたします。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,104,303 5,631,872

受取手形及び売掛金 5,659,803 4,390,850

有価証券 654,198 494,230

商品 927 －

製品 1,340,453 1,309,708

仕掛品 1,551,040 1,486,920

原材料及び貯蔵品 1,504,592 2,196,461

繰延税金資産 447,458 443,277

その他 413,357 712,723

貸倒引当金 △15,814 △15,879

流動資産合計 17,660,320 16,650,164

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,261,339 6,005,454

減価償却累計額 △1,987,247 △2,200,486

建物及び構築物（純額） 2,274,092 3,804,967

機械装置及び運搬具 7,766,319 9,280,378

減価償却累計額 △5,887,785 △6,639,749

機械装置及び運搬具（純額） 1,878,534 2,640,629

工具、器具及び備品 1,039,955 1,077,570

減価償却累計額 △856,804 △831,384

工具、器具及び備品（純額） 183,151 246,185

土地 605,712 734,385

建設仮勘定 787,921 1,269,660

有形固定資産合計 5,729,412 8,695,828

無形固定資産   

のれん 492,538 325,750

特許権 561,477 491,577

その他 124,342 133,657

無形固定資産合計 1,178,358 950,985

投資その他の資産   

出資金 72,000 72,000

繰延税金資産 1,219 2,571

その他 311,329 264,503

貸倒引当金 △63,645 △63,645

投資その他の資産合計 320,903 275,430

固定資産合計 7,228,675 9,922,243

資産合計 24,888,995 26,572,408
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,597,575 2,689,478

短期借入金 36,900 －

1年内返済予定の長期借入金 371,000 440,000

未払金 579,293 959,355

未払法人税等 657,939 755,602

繰延税金負債 1,847 2,053

賞与引当金 297,938 236,621

役員賞与引当金 53,900 16,000

その他 297,772 374,013

流動負債合計 5,894,166 5,473,123

固定負債   

長期借入金 1,080,000 940,000

繰延税金負債 414,845 499,660

退職給付引当金 6,830 25,303

負ののれん 710 378

資産除去債務 10,550 10,755

その他 10,899 6,973

固定負債合計 1,523,836 1,483,070

負債合計 7,418,002 6,956,193

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,095,125 3,095,125

資本剰余金 2,761,941 2,761,941

利益剰余金 12,995,419 15,415,034

株主資本合計 18,852,485 21,272,101

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △1,449,625 △1,750,177

その他の包括利益累計額合計 △1,449,625 △1,750,177

少数株主持分 68,133 94,290

純資産合計 17,470,993 19,616,214

負債純資産合計 24,888,995 26,572,408
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 22,441,400 21,397,495

売上原価 14,810,675 12,076,236

売上総利益 7,630,725 9,321,259

販売費及び一般管理費 4,276,387 4,999,629

営業利益 3,354,338 4,321,629

営業外収益   

受取利息 22,211 8,550

負ののれん償却額 327 324

たな卸資産売却益 13,798 6,317

原子力立地給付金 10,050 7,650

助成金収入 － 7,113

その他 10,081 17,138

営業外収益合計 56,469 47,093

営業外費用   

支払利息 15,283 13,594

為替差損 4,362 98,140

その他 2,843 5,638

営業外費用合計 22,490 117,373

経常利益 3,388,317 4,251,349

特別利益   

固定資産売却益 5 3,661

関係会社株式売却益 2,444 －

持分変動利益 21,341 26,835

貸倒引当金戻入額 6,239 －

特別利益合計 30,029 30,496

特別損失   

固定資産除却損 41,138 19,217

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,344 －

特別損失合計 45,483 19,217

税金等調整前当期純利益 3,372,864 4,262,628

法人税、住民税及び事業税 1,016,564 1,419,299

法人税等調整額 225,349 97,159

法人税等合計 1,241,913 1,516,458

少数株主損益調整前当期純利益 2,130,950 2,746,169

少数株主利益 8,614 15,679

当期純利益 2,122,335 2,730,490
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 連結包括利益計算書 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 2,130,950 2,746,169

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △713,576 △304,361

その他の包括利益合計 △713,576 △304,361

包括利益 1,417,374 2,441,808

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 1,415,205 2,429,938

少数株主に係る包括利益 2,169 11,869
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 3,095,125 3,095,125

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,095,125 3,095,125

資本剰余金   

当期首残高 2,761,941 2,761,941

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,761,941 2,761,941

利益剰余金   

当期首残高 10,976,708 12,995,419

当期変動額   

剰余金の配当 △103,625 △310,875

当期純利益 2,122,335 2,730,490

当期変動額合計 2,018,710 2,419,615

当期末残高 12,995,419 15,415,034

株主資本合計   

当期首残高 16,833,774 18,852,485

当期変動額   

剰余金の配当 △103,625 △310,875

当期純利益 2,122,335 2,730,490

当期変動額合計 2,018,710 2,419,615

当期末残高 18,852,485 21,272,101

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定   

当期首残高 △742,495 △1,449,625

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △707,130 △300,552

当期変動額合計 △707,130 △300,552

当期末残高 △1,449,625 △1,750,177

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △742,495 △1,449,625

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △707,130 △300,552

当期変動額合計 △707,130 △300,552

当期末残高 △1,449,625 △1,750,177
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主持分   

当期首残高 62,808 68,133

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 5,325 26,156

当期変動額合計 5,325 26,156

当期末残高 68,133 94,290

純資産合計   

当期首残高 16,154,088 17,470,993

当期変動額   

剰余金の配当 △103,625 △310,875

当期純利益 2,122,335 2,730,490

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △701,804 △274,395

当期変動額合計 1,316,905 2,145,220

当期末残高 17,470,993 19,616,214
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 3,372,864 4,262,628

減価償却費 1,138,660 1,317,002

のれん及び負ののれん償却額 161,561 153,324

賞与引当金の増減額（△は減少） 68,893 △61,317

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 34,100 △37,900

退職給付引当金の増減額（△は減少） 364 18,473

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,219 504

受取利息及び受取配当金 △22,211 △8,550

支払利息 15,283 13,594

為替差損益（△は益） 67,539 △130,225

有形固定資産除却損 39,910 14,795

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,344 －

持分変動損益（△は益） △21,341 △26,835

売上債権の増減額（△は増加） △1,102,515 1,144,195

たな卸資産の増減額（△は増加） 95,736 △637,454

未収入金の増減額（△は増加） 56,842 △303,137

仕入債務の増減額（△は減少） △108,151 △785,233

未払金の増減額（△は減少） 141,304 116,023

前払年金費用の増減額（△は増加） 43,110 44,353

その他 170,666 16,944

小計 4,149,744 5,111,187

利息及び配当金の受取額 22,211 8,550

利息の支払額 △14,989 △15,110

法人税等の支払額 △489,128 △1,313,071

法人税等の還付額 7,038 352

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,674,877 3,791,909

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,715,698 △4,002,313

有形固定資産の売却による収入 110 3,800

無形固定資産の取得による支出 △118,850 △20,389

投資有価証券の売却による収入 22,817 －

その他 △877 △306

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,812,498 △4,019,210
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 36,900 △36,990

長期借入れによる収入 － 300,000

長期借入金の返済による支出 △49,000 △371,000

配当金の支払額 △103,399 △310,463

少数株主への配当金の支払額 △67,959 △6,948

その他 30,380 56,180

財務活動によるキャッシュ・フロー △153,078 △369,222

現金及び現金同等物に係る換算差額 △266,688 △35,875

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,442,611 △632,399

現金及び現金同等物の期首残高 5,315,890 6,758,501

現金及び現金同等物の期末残高 6,758,501 6,126,102
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(5) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(6) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

１  連結の範囲に関する事項 

連結子会社数    ５社 

連結子会社の名称 
デジマ テックB.V.、デジマ オプティカル フィルムズB.V.、無錫宝来光学科技有限公司、モ

クステック,Inc.、ポラテクノ(香港)Co.,Ltd. 

 

２  持分法の適用に関する事項 

該当する会社はありません。 

 

３  連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社であるデジマ テックB.V.、デジマ オプティカル フィルムズB.V.、無錫宝来光学科

技有限公司、モクステック,Inc.、ポラテクノ(香港)Co.,Ltd.の決算日は12月31日であります。 

なお、連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用しております。 

ただし、連結決算日までの間に生じた重要な取引につきましては、連結上必要な調整を行って

おります。 

 

４  会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

(イ)有価証券 
その他有価証券 

時価のないもの 

移動平均法による原価法。 

(ロ)たな卸資産 
通常の販売目的で保有するたな卸資産 

主として総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）。 

(ハ)デリバティブ取引により生じる債権及び債務 
時価法。 

 
(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

(イ)有形固定資産(リース資産を除く) 
当社は定率法。ただし、建物(建物附属設備を除く)は、定額法を採用しております。なお、

在外子会社は定額法を採用しております。 

主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物      ３年～45年 

機械装置及び運搬具  ４年～10年 

(ロ)無形固定資産(リース資産を除く) 
定額法。 

なお、自社利用のソフトウエアにつきましては、社内における利用可能期間(５年)に基づ

く定額法を採用しております。 
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(3) 重要な引当金の計上基準 

(イ)貸倒引当金 
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につきましては貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権につきましては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上し

ております。 

(ロ)賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与に充てるため、賞与支給見込額の当連結会計年度負担額を計

上しております。 

(ハ)役員賞与引当金 
当社は、役員に対して支給する賞与に充てるため、賞与支給見込額の当連結会計年度負担

額を計上しております。 

(ニ)退職給付引当金 
従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の

見込額に基づき当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。 

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)に

よる定額法により翌連結会計年度から費用処理することとしております。 

 

(4) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし

て処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債、収益及び費用は決算日の直物為替相

場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含

めております。 

 

(5) のれんの償却方法及び償却期間 

のれん及び平成22年３月31日以前に発生した負ののれんは５年間で均等償却しております。 

ただし、平成16年１月に発生した米国子会社ののれんについては、「連結財務諸表作成におけ

る在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号  平成18年５月17日）を

適用し、10年間で均等償却しております。 

 

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出

し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資としております。 

 

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 
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(7) 会計方針の変更 

当連結会計年度より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号  平成

22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第４号  平成22年６月30日公表分）を適用しております。 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するスト

ック・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストッ

ク・オプションの公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変

更しております。 

なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。 

 

(8) 表示方法の変更 

（連結損益計算書関係） 

前連結会計年度において、費目別に区分掲記していた販売費及び一般管理費は、当連結会計年

度より連結損益計算書の一覧性を高めるため、「販売費及び一般管理費」として一括掲記する方

法に変更しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表

の組み替えを行なっております。 

なお、主要な費目及びその金額は「注記事項」（連結損益計算書関係）に記載しております。 

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めており

ました「未収入金の増減額」及び「未払金の増減額」は、重要性が増したため、当連結会計年度

より区分掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度

の連結財務諸表の組み替えを行なっております。 

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャ

ッシュ・フロー」の「その他」に表示していた368,813千円は、「未収入金の増減額」56,842千円、

「未払金の増減額」141,304千円、「その他」170,666千円として組み替えております。 

 

(9) 追加情報 

当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４

日）を適用しております。 
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(10) 連結財務諸表に関する注記事項 

（連結損益計算書関係） 

 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成22年４月１日 
至  平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成23年４月１日 
至  平成24年３月31日) 

給料及び手当 931,908千円 1,100,062千円

賞与引当金繰入額 82,947千円 64,660千円

退職給付費用 45,498千円 66,012千円

役員賞与引当金繰入額 53,900千円 16,000千円

研究開発費 1,114,846千円 1,290,550千円
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（セグメント情報） 

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

 

前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

（単位：千円） 

報告セグメント 
 

光学部材事業 精密加工事業 計 

調整額 
(注)１ 

連結財務諸表
計上額 
(注)２ 

売上高 

  外部顧客への売上高 13,868,893 8,572,507 22,441,400 － 22,441,400

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

1,924,660 － 1,924,660 △1,924,660 －

計 15,793,553 8,572,507 24,366,061 △1,924,660 22,441,400

セグメント利益 2,037,582 1,316,755 3,354,338 － 3,354,338

セグメント資産 13,950,310 4,904,814 18,855,124 6,033,871 24,888,995

(注) １．セグメント資産の調整額は、主に各報告セグメントへの配分を行なっていない全社資産であります。 

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

（単位：千円） 

報告セグメント 
 

光学部材事業 精密加工事業 計 

調整額 
(注)１ 

連結財務諸表
計上額 
(注)２ 

売上高 

  外部顧客への売上高 12,750,379 8,647,116 21,397,495 － 21,397,495

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

2,266,979 － 2,266,979 △2,266,979 －

計 15,017,358 8,647,116 23,664,474 △2,266,979 21,397,495

セグメント利益 3,177,313 1,144,316 4,321,629 － 4,321,629

セグメント資産 15,537,806 5,256,123 20,793,930 5,778,477 26,572,408

(注) １．セグメント資産の調整額は、主に各報告セグメントへの配分を行なっていない全社資産であります。 

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
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(１株当たり情報) 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成22年４月１日 
  至  平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

１株当たり純資産額 83,970円37銭 94,195円04銭 

１株当たり当期純利益金額 10,240円46銭 13,174円86銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 10,214円94銭 13,054円84銭 

(注) １．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のと

おりであります。 

 

項目 
前連結会計年度 

(自  平成22年４月１日 
  至  平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益（千円） 2,122,335 2,730,490 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る当期純利益（千円） 2,122,335 2,730,490 

普通株式の期中平均株式数（株） 207,250 207,250 

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額（千円） △5,287 △24,874 

（うち米国連結子会社の発行する潜在株式に係る
権利行使を仮定した場合の当期純利益の減少額）
（千円） 

(△5,287) (△24,874)

普通株式増加数（株） － － 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株
式の概要 

連結子会社の新株予約権６
種 類 （ 新 株 予 約 権 の 数
157,750個） 

連結子会社の新株予約権４
種 類 （ 新 株 予 約 権 の 数
131,000個） 

 

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

項目 
前連結会計年度 

(平成23年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成24年３月31日) 

純資産の部の合計額（千円） 17,470,993 19,616,214 

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 68,133 94,290 

（うち少数株主持分）（千円） (68,133) (94,290)

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 17,402,859 19,521,923 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数（株） 

207,250 207,250 
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（会計方針の変更） 

当連結会計年度より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号  平成22年６月

30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号  平成22

年６月30日公表分）を適用しております。 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オ

プションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公

正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。 

なお、前連結会計年度におけるこれらの会計基準等の改正に伴う影響はありません。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,339,126 3,846,996

受取手形 465,031 362,496

売掛金 4,758,470 4,713,361

商品 927 －

製品 1,051,360 915,861

仕掛品 1,630,532 1,520,603

原材料及び貯蔵品 1,358,037 1,657,757

前払費用 24,329 15,851

繰延税金資産 249,690 197,447

1年内回収予定の関係会社長期貸付金 152,841 153,720

未収消費税等 319,227 436,620

その他 52,342 31,936

貸倒引当金 △10,834 △10,495

流動資産合計 14,391,083 13,842,156

固定資産   

有形固定資産   

建物 3,403,720 4,838,880

減価償却累計額 △1,661,480 △1,818,072

建物（純額） 1,742,240 3,020,808

構築物 383,259 610,253

減価償却累計額 △261,692 △304,565

構築物（純額） 121,567 305,688

機械及び装置 4,800,325 6,046,787

減価償却累計額 △4,194,941 △4,710,806

機械及び装置（純額） 605,384 1,335,981

車両運搬具 8,563 41,574

減価償却累計額 △7,324 △15,677

車両運搬具（純額） 1,239 25,896

工具、器具及び備品 690,359 768,166

減価償却累計額 △596,476 △640,382

工具、器具及び備品（純額） 93,882 127,784

土地 510,777 510,777

建設仮勘定 700,166 89,410

有形固定資産合計 3,775,257 5,416,347

無形固定資産   

特許権 － 3,762

ソフトウエア 8,292 18,012

その他 2,150 3,379

無形固定資産合計 10,442 25,154
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

投資その他の資産   

関係会社株式 3,233,930 3,233,930

出資金 72,000 72,000

関係会社出資金 525,500 525,500

関係会社長期貸付金 523,186 773,770

破産更生債権等 63,645 63,645

長期前払費用 7,050 5,250

前払年金費用 148,092 103,739

その他 86,735 86,189

貸倒引当金 △64,691 △65,192

投資その他の資産合計 4,595,449 4,798,832

固定資産合計 8,381,148 10,240,334

資産合計 22,772,231 24,082,491

負債の部   

流動負債   

支払手形 371,917 392,435

買掛金 2,971,284 2,457,896

1年内返済予定の長期借入金 371,000 440,000

1年内返済予定の関係会社長期借入金 249,450 －

未払金 451,326 785,442

未払費用 52,892 50,018

未払法人税等 616,164 702,765

前受金 10,187 36,980

預り金 11,181 29,782

賞与引当金 297,938 236,621

役員賞与引当金 53,900 16,000

設備関係支払手形 567 53,908

その他 12,054 11,448

流動負債合計 5,469,865 5,213,300

固定負債   

長期借入金 1,080,000 940,000

繰延税金負債 73,995 80,550

退職給付引当金 6,830 25,303

資産除去債務 10,550 10,755

その他 5,807 4,914

固定負債合計 1,177,183 1,061,524

負債合計 6,647,048 6,274,824
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,095,125 3,095,125

資本剰余金   

資本準備金 2,761,941 2,761,941

資本剰余金合計 2,761,941 2,761,941

利益剰余金   

利益準備金 168,116 168,116

その他利益剰余金   

特別償却準備金 － 63,600

圧縮記帳積立金 22,111 22,644

別途積立金 8,100,000 9,100,000

繰越利益剰余金 1,977,889 2,596,239

利益剰余金合計 10,268,116 11,950,600

株主資本合計 16,125,183 17,807,666

純資産合計 16,125,183 17,807,666

負債純資産合計 22,772,231 24,082,491
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（２）損益計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高   

製品売上高 19,899,868 18,532,055

商品売上高 260,026 300,629

売上高合計 20,159,895 18,832,684

売上原価   

製品期首たな卸高 1,340,646 1,051,360

商品期首たな卸高 － 927

当期商品仕入高 244,657 250,230

当期製品製造原価 14,410,650 12,877,188

合計 15,995,953 14,179,707

他勘定振替高 43,170 40,357

製品期末たな卸高 1,051,360 915,861

商品期末たな卸高 927 －

売上原価合計 14,900,494 13,223,487

売上総利益 5,259,400 5,609,196

販売費及び一般管理費 2,672,492 3,028,906

営業利益 2,586,907 2,580,290

営業外収益   

受取利息 12,479 15,929

受取配当金 181,578 456,367

その他 29,496 49,741

営業外収益合計 223,555 522,037

営業外費用   

支払利息 17,782 14,360

為替差損 380,879 46,280

貸倒引当金繰入額 － 161

その他 1,764 2,470

営業外費用合計 400,426 63,274

経常利益 2,410,036 3,039,053

特別利益   

固定資産売却益 5 7,125

貸倒引当金戻入額 9,191 －

特別利益合計 9,196 7,125

特別損失   

固定資産除却損 8,587 19,063

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,344 －

特別損失合計 12,931 19,063

税引前当期純利益 2,406,302 3,027,116

法人税、住民税及び事業税 591,848 974,959

法人税等調整額 244,060 58,798

法人税等合計 835,909 1,033,757

当期純利益 1,570,392 1,993,358
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（３）株主資本等変動計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 3,095,125 3,095,125

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,095,125 3,095,125

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 2,761,941 2,761,941

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,761,941 2,761,941

資本剰余金合計   

当期首残高 2,761,941 2,761,941

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,761,941 2,761,941

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 168,116 168,116

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 168,116 168,116

その他利益剰余金   

特別償却準備金   

当期首残高 － －

当期変動額   

特別償却準備金の積立 － 63,600

当期変動額合計 － 63,600

当期末残高 － 63,600

圧縮記帳積立金   

当期首残高 23,241 22,111

当期変動額   

圧縮記帳積立金の税率変更による増
加

－ 1,644

圧縮記帳積立金の取崩 △1,130 △1,111

当期変動額合計 △1,130 533

当期末残高 22,111 22,644

別途積立金   

当期首残高 7,400,000 8,100,000

当期変動額   

別途積立金の積立 700,000 1,000,000

当期変動額合計 700,000 1,000,000

当期末残高 8,100,000 9,100,000
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

繰越利益剰余金   

当期首残高 1,209,991 1,977,889

当期変動額   

剰余金の配当 △103,625 △310,875

当期純利益 1,570,392 1,993,358

特別償却準備金の積立 － △63,600

圧縮記帳積立金の税率変更による増
加

－ △1,644

圧縮記帳積立金の取崩 1,130 1,111

別途積立金の積立 △700,000 △1,000,000

当期変動額合計 767,897 618,350

当期末残高 1,977,889 2,596,239

利益剰余金合計   

当期首残高 8,801,349 10,268,116

当期変動額   

剰余金の配当 △103,625 △310,875

当期純利益 1,570,392 1,993,358

特別償却準備金の積立 － －

圧縮記帳積立金の税率変更による増加 － －

圧縮記帳積立金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

当期変動額合計 1,466,767 1,682,483

当期末残高 10,268,116 11,950,600

株主資本合計   

当期首残高 14,658,415 16,125,183

当期変動額   

剰余金の配当 △103,625 △310,875

当期純利益 1,570,392 1,993,358

当期変動額合計 1,466,767 1,682,483

当期末残高 16,125,183 17,807,666

純資産合計   

当期首残高 14,658,415 16,125,183

当期変動額   

剰余金の配当 △103,625 △310,875

当期純利益 1,570,392 1,993,358

当期変動額合計 1,466,767 1,682,483

当期末残高 16,125,183 17,807,666
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(4) 表示方法の変更 

（貸借対照表関係） 

前事業年度において区分掲記していた「未収入金」は、金額的重要性が低下したため、当事業

年度より流動資産の「その他」に含めて表示する方法に変更しております。この表示方法の変更

を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組み替えを行なっております。 

この結果、前事業年度の貸借対照表において「未収入金」に表示していた38,782千円、流動資

産の「その他」に表示していた13,559千円は、流動資産の「その他」52,342千円として組み替え

ております。 

 

（損益計算書関係） 

前事業年度において費目別に区分掲記していた販売費及び一般管理費は、当事業年度より損益

計算書の一覧性を高めるため、「販売費及び一般管理費」として一括掲記する方法に変更してお

ります。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組み替えを行なってお

ります。 

なお、主要な費目及びその金額は「注記事項」（損益計算書関係）に記載しております。 

 

前事業年度において区分掲記していた「たな卸資産売却益」は、金額的重要性がなくなったた

め、当事業年度より営業外収益の「その他」に含めて表示する方法に変更しております。この表

示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組み替えを行なっております。 

この結果、前事業年度の損益計算書において「たな卸資産売却益」に表示していた13,798千円、

営業外収益の「その他」に表示していた15,698千円は、営業外収益の「その他」29,496千円とし

て組み替えております。 

 

(5) 個別財務諸表に関する注記事項 

(損益計算書関係) 

 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

 

 
前事業年度 

(自  平成22年４月１日 
至  平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自  平成23年４月１日 
至  平成24年３月31日) 

運賃及び荷造費 304,102千円 235,485千円

給料及び手当 556,674千円 623,947千円

役員報酬 135,970千円 161,786千円

賞与引当金繰入額 82,947千円 64,660千円

退職給付費用 31,041千円 43,334千円

役員賞与引当金繰入額 53,900千円 16,000千円

消耗品費 24,175千円 161,162千円

減価償却費 12,430千円 276,578千円

研究開発費 635,905千円 665,690千円
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